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第９０回函館開発建設部入札監視委員会の審議概要について 
 

 

 

 

 

当部は、入札・契約の過程や契約内容の透明性を確保するため、外部の学識経験者５名を委員と

する入札監視委員会を年４回開催しており、今回は今年度３回目の開催となります。 

 

 今回の委員会は、令和７年４月１日から令和７年６月３０日までに契約した工事、業務、役務の

提供等から６件を対象に一般競争入札等参加資格の設定の理由、経緯等に関する審議を行いまし

た。 

 

 （対象工事等） 

    ・江差道路事務所庁舎外壁改修その他工事 

  ・江差道路事務所管内外 管渠清掃工事 

  ・熊石漁港南防波堤補修工事 

  ・今金南地区 下濁川第２工区区画整理工事 

  ・道南地域 国営農業用ダム付帯設備耐震照査検討業務 

  ・移動体通信設備製造及び据付調整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｌ 

 

 

 

令和７年１２月８日（月）に開催された第９０回函館開発建設部入札監視委員会の審議概要に

ついてお知らせします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

契約課 課長   村田
む ら た

 孝喜
こ う き

   (0138)42-7525   

契約課  課長補佐 飯島
いいじま

 康生
や す お

   (0138)42-7525   

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 
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第９０回函館開発建設部入札監視委員会審議概要 

 
 
開催日及び場所 
 

 
 令和７年１２月８日（月） 函館開発建設部４階 災害対策室 

委    員 

 
小形 雅晴（税理士） 
金  俊之（函館工業高等専門学校准教授） 
田中 綾太郎（弁護士） 
谷口 諭（函館商工会議所専務理事）      
宮武 誠（函館工業高等専門学校教授）     （五十音順） 
 

 
審 議 対 象 期 間 
 

 
 令和７年４月１日～令和７年６月３０日 

 
 議 事 
 １ 工事・建設コンサルタント業務等・役務の提供等及び物品製造等に係る入札・契約  

手続の運用状況等に関する報告 
 ２ 抽出案件に係る一般競争等参加資格の設定の理由、経緯等に関する説明及び審議 
  （６件） 
 
 

委員からの主な意見・質問、それに対する回答等 
 
 

意 見・質 問 
 

 
回   答 

 
議事１について 
 
 
・入札不調２件の原因は何か。再発注に当た
り条件変更したのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・役務の提供等及び物品の製造等における随
意契約２件はどのような内容か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・１件目の当初発注においては、１社応札者
の配置予定技術者の同種工事実績がなく競
争参加資格なしとなったため不調となった。
再発注では点在する施工箇所を減らすとと
もに、より同種の工事実績の範囲を拡大し、
再入札の手続きを行った。 
 ２件目の当初発注においては、離島での施
工を伴う工事で、資機材の運搬費等について
は設計変更での対応としていたため、当初設
計において担保されていなかったことが参
加者なしの一因と推察される。そのため、資
機材の運搬費等を当初設計に計上し、再入札
の手続きを行った。 
 
・１件目は、冷水橋撤去工事に伴う仮橋の賃
貸借であり、過年度に設置した仮橋を工事完
成まで存置する必要があるため、資材保有企
業と随意契約を行ったものである。 

２件目は、航行不能となった監督測量船の
修理を早急に行うため、当該船舶の整備を行
ってきた唯一の企業と随意契約を行ったも
のである。 
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議事２について 
 
 
【一般競争入札】 
江差道路事務所庁舎外壁改修その他工事 
 
・特になし。 
 
 
【一般競争入札】 
江差道路事務所管内外 管渠清掃工事 
 
・余裕期間を設定した工事とは何か。 
 
 
 
 
 
 
 
・八雲道路事務所管内と江差道路事務所管内
で分割して発注することにより、参加者が増
えるとは考えられないのか。 
 
 
【一般競争入札】 
熊石漁港南防波堤補修工事 
 
・特になし。 
 
 
【一般競争入札】 
今金南地区 下濁川第２工区区画整理工事 
 
・「施工計画重視型」の試行工事とはどのよ
うなものなのか。 
 
 
 
【簡易公募型プロポーザル方式】 
道南地域 国営農業用ダム付帯設備耐震照
査検討業務 
 
・特になし。 
 
 
【一般競争入札】 
移動体通信設備製造及び据付調整 
 
・入札参加者はどのようにして積算している
のか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・契約締結から工事開始日までの間に余裕期
間を設け、その期間内に工事着手以外の必要
な建設資材や建設労働者の確保等の準備を
行うことができるものであり、本工事では発
注者側の積算工期に２８日間の余裕期間を
合わせた期間を全体工期とし、その範囲内で
受注者が工期を設定できることとしている。 
 
・分割して発注することにより参加者が減少
する恐れがあり、現在の発注規模が適切であ
ると考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「施工計画重視型」は、「施工能力評価型
Ⅰ型」の一種であり、より施工能力の確認を
重視するものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・積算基準及び単価は公表されており、それ
に基づき積算している。 

 
委員会による意見の具申又は勧告の内容 

 
 
なし  
 

 



抽出案件の入札・契約情報

【工事】

【業務】

【物品・役務】

※１　競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。指名競争においては指名業者数、企画競争においては
　　企画提案書の提出者数、参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式で企画競争へ移行したものにお
　　いては応募要件を満たす参加意思確認書の提出者数と読み替える。

※２　入札者数は競争入札の場合。企画競争においては企画競争参加資格要件を満たす企画提案書の提出者数、
　　参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式で企画競争方式へ移行したものにおいては企画提案書の
　　提出者数と読み替える。

R7.6.27 佐鳥電機（株） 52,800 96.68
移動体通信設備製
造及び据付調整

一般競争入
札方式
（ＷＴＯ）

「物品
の製
造」又
は「物
品の販
売」

1 1

※１　競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。公募型競争、簡易公募型競争及びプロポーザル方式に
　　おいては手続への参加資格及び業務実施上の条件を満たす参加表明書の提出者数、通常指名競争においては
　　指名業者数、参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式でプロポーザル方式へ移行したものにおい
　　ては応募要件を満たす参加意思確認書の提出者数と読み替える。

※２　入札者数は競争入札の場合。プロポーザル方式及び参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式で
　　プロポーザル方式へ移行したものにおいては技術提案書の提出者数と読み替える。

契　約　件　名 入札方式
業務
分類

競争参加
資格を確
認した者
の数※1

入札
者数
※2

契約締結日契約の相手方
契約金額
(単位：千円)

落札率
(単位：%)

備　考

契約の相手方
契約金額
(単位：千円)

落札率
(単位：%)

備　考

道南地域　国営農
業用ダム付帯設備
耐震照査検討業務

簡易公募型
プロポーザ
ル

土木関
係コン
サルタ
ント

2 2

業　務　名 入札方式
業種
区分

競争参加
資格を確
認した者
の数※1

入札
者数
※2

契約締結日

R7.5.29
（株）三祐コン
サルタンツ

24,827 100.00

齊藤建設（株） 487,850 92.61

※　競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。工事希望型においては技術資料の提出を要請した者の
　数、工事希望型以外の指名競争においては指名業者数と読み替える。

今金南地区　下濁川
第２工区区画整理工
事

一般競争入
札方式
（ＷＴＯ以
外）

一般
土木

2 2 R7.4.16

熊石漁港南防波堤
補修工事

一般競争入
札方式
（ＷＴＯ以
外）

一般
土木

3 3 R7.5.27 （株）菅原組 147,400 95.76

契約の相手方
契約金額
(単位：千円)

落札率
(単位：%)

備　考契約締結日

R7.4.25
北海道ロードメ
ンテナンス
（株）

50,820 98.89

R7.6.26
（株）久末建設
工業

47,520 92.54

工　事　名 入札方式
工事
区分

競争参加
資格を確
認した者
の数　※

入札
者数

江差道路事務所管
内外　管渠清掃工
事

一般競争入
札方式
（ＷＴＯ以
外）

維持 1 1

江差道路事務所庁
舎外壁改修その他
工事

一般競争入
札方式
（ＷＴＯ以
外）

建築 3 3


